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要   旨：    

ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の主な抗酸化化合物の１つであるヒドロキシチロソール(3,4-

ジヒドロキシフェニルエタノール､HT)の生体利用効率を、我々は最近ヒトで実証

した。 

特に、この化合物はリポタンパクに存在してアテローム性動脈硬化のプロセス

に関与し、そして主にグルクロニド抱合体として尿に排泄されると、我々は報告

した。 

本研究の目的は、ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の摂取後にヒドロキシチロソールの代謝的

運命をヒトで解明することであった。 

ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の投与後に、ヒドロキシチロソールおよびその代謝産物のホ

モバニリックアルコール(HVA1c)とホモバニリン酸(HVA)を確認して定量するた

めに、健康なボランティアの 24 時間の尿を集めてガスクロマトグラフィー質量分

析法に供した。 

この化合物は、カテコールアミン異化に関与する酵素であるカテコール-O-メチ

ルトランスフェラーゼ(COMET)の作用を受けてHVA1c の排泄が高まると、結果

が示している。 

我々はまたHVA の有意な増加を見出し、ヒトにおけるヒドロキシチロソール

および／またはHVA1c のエタノール残基の酸化を示した。 

両方の代謝産物の排泄は、投与したヒドロキシチロソールの投与量と有意に 

相関した。 

 


